
 

上部内視鏡検査（胃カメラ）のご案内 

検査予約日時      年     月     日       時      分  

 お願い事項  

□お腹まわりがゆったりした、汚れが目立ちにくい服装でご来院ください。 

□装飾品（アクセサリー）はつけてこないでください。口紅はお控えください。 

□鼻の通りが悪い方や鼻血が出やすい方は、口からの検査をお勧めします。 

口検査前に血液検査をさせていただくことがあります。 

 

 持参していただくもの  

□ご案内、問診票、説明書・同意書（ホームページからダウンロードしていただき、ご持参いただくとスムーズ 

です） 

□診察券、保険証、お薬手帳 

□タオル 2枚をご持参ください。 

 

 食事  

［午前に検査を受けられる方］ 

□（検査前日）21時以後、絶食です。 

（検査当日）朝食は食べないでください。 

［午後に検査を受けられる方］ 

□（検査前日）特に制限はありません。 

（検査当日）朝食は 8時までに済ませてください。昼食は食べないでください。 

★水とお茶は検査の 2時間前まで可能です。 ★前日の飲酒は控えてください。 

 

 内服薬  

□血圧や心臓の薬は、検査当日の午前 7時までに内服してください。 

□糖尿病の薬は、検査当日の朝は（午後の検査の方は朝と昼）内服しないでください。 

□血栓予防の薬（血をさらさらにする薬）は自己判断で中止せず、医師の指示に従ってください。 

（他院で処方を受けられている場合は、処方医に確認していただくことが望ましいです） 

 

 検査後  

□鎮静剤を使用した場合、30分～60分休んでいただく必要があります。 

   

 

 

 

ゆぐちクリニック TEL 0798-67-3400 



 

  

上部内視鏡検査（胃カメラ）説明書・同意書 

 目的  

・食道、胃、十二指腸を観察し、診断を行います。（食道がんや胃がんを早い段階で発見できれば、内視鏡治

療で根治することができます） 

 方法  

・のどや鼻の麻酔をします。 

・ご希望に応じ鎮静剤を使用して、うとうとした状態で内視鏡を挿入します。 

・色のついた水（色素液）を散布したり、生検（組織採取）を行う場合があります。（お持ちの病気や、内服され

ている薬によっては生検できない場合があります） 

・検査時間は 5分～15分程度です。 

 危険性・偶発症  

・使用する薬剤（のどや鼻の麻酔薬）によるアレルギー：ショックとなることもあります。 

・出血・穿孔（穴があくこと）：内視鏡がこすれたり嘔吐反射により生じることがあります。鼻からの検査の場合、

鼻血が出ることがあります。生検（組織採取）したところから出血することがあります。 

・上部消化管内視鏡検査に伴う偶発症の発生頻度は、0.005%（出血 31.8%、裂創 22.9%、穿孔 6.5%、その他に頻

度は少ないですが皮下気腫、縦隔炎、気管支痙攣などの報告があります）死亡例は 0.0002%と報告されています。 

 鎮静剤の使用  

・点滴注射で投与します。うとうとする程度のお薬です。 

・アルコール多飲者など、鎮静剤が効きにくい方もいます。 

・ご高齢の方やリスクが高いと判断した場合は使用できないことがあります。 

・循環抑制（血圧低下や徐脈など）や呼吸抑制（呼吸数の低下、呼吸停止）、前向性健忘（検査前後のことを忘

れてしまう）、薬剤アレルギー（湿疹、呼吸困難、ショック）、血管炎などの危険性があります。鎮静剤投与に

よる偶発症発生率 0.0013％(8万分の 1)死亡率 0.000024％(400万分の 1)と報告されています。 

・検査当日は車、バイク、自転車などの運転は控えてください。公共交通機関でご来院ください。ご家族の同

伴または送迎が望ましいです。検査当日の重要な判断は避けてください。 

 

＊細心の注意を払い検査を行いますが、予期せぬ合併症･偶発症が起こる可能性があります。場合により 

入院や手術が必要となることもありますが、その際の医療費は患者様の負担になりますのでご理解のほど

よろしくお願いいたします。 

 ゆぐちクリニック 院長 湯口清徳  

 

私は、上記内容の説明を受け理解しましたので上部消化管内視鏡検査を受けることに同意します。 

  年     月    日 

患者氏名                                 

 

親族または代理人                           

 


